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№ 頁

１ 表紙

　「第２期四街道市教育振興基本計画（案）」の修正内容一覧表

修　正　後 修　正　前

ともに歩む四街道
みんなで高めよう！よつかいどうの力

高めよう！「よつかいどう」の力

２ １

　この間、全国では、人口減少や高齢
化が顕著となる一方で、グローバル化
や地球規模の課題等が進行し、変動
性、不確実性、複雑性、曖昧性の時代
と称される、先行きが不透明で、将来
の予測が困難な未来を迎えようとして
います。
　今、学校で学ぶ子どもたちが、社会
の中心となって活躍する２０年後の社
会は、これまでの日本社会の慣習や制
度の延長上では対応できない段階にま
で至ることが想定され、正に歴史の転
換点に立っている状況と言えます。
　変化し続ける社会において、一人一
人の豊かで幸せな人生と持続可能な社
会の実現に寄与するため、市教育委員
会では、令和５年度をもって終了する
第１期計画の施策を継承・発展させな
がら、社会状況の変化や直面する課題
等を踏まえた新たな時代に対応した教
育を目指して、「第２期四街道市教育
振興基本計画」を策定します。

　この間、人口減少や高齢化が顕著と
なる一方で、グローバル化や地球規模
の課題等が進行し、変動性、不確実
性、複雑性、曖昧性の時代と称され
る、先行きが不透明で、将来の予測が
困難な未来を迎えようとしています。
　今、学校で学ぶ子どもたちが、社会
の中心となって活躍する２０年後の社
会は、これまでの日本社会の慣習や制
度の延長上では対応できない段階にま
で至ることが想定され、正に歴史の転
換点に立っている状況と言えます。
このような中、市教育委員会では、令
和５年度をもって終了する第１期計画
の施策を継承・発展させながら、社会
状況の変化や直面する課題等を踏まえ
た新たな時代に対応した教育の実現を
目指して、「第２期四街道市教育振興
基本計画」を策定します。
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３ １２

４ ３４

５ ４１

６ ５３

７ ５８

　小学校６年生 　小学生６年生

　
※令和４年度は「生きがい」として調
査（Ｐ２７）

　

（４）不登校児童生徒の状況
　小学校の不登校児童数の推移をみる
と、その数値は増加傾向にあり、平成
３０年度と令和４年度を比較すると約
２.４倍に増えています。中学校の不登
校生徒数の推移をみると、その数値は
増加傾向にあり、平成３０年度と令和
４年度を比較すると約１.５倍に増えて
います。不登校の割合をみると、千葉
県及び全国と同様なグラフの動きをし
ており、令和２年度以降、特に不登校
生徒の割合が高くなっています。

（４）不登校児童生徒の状況
　小学校の不登校児童数の推移をみる
と、その数値は増加傾向にあり、平成
３０年度と令和４年度を比較すると約
２.４倍に増えています。中学校の不登
校生徒数の推移をみると、その数値は
増加傾向にあり、平成３０年度と令和
４年度を比較すると約１.５倍に増えて
います。不登校の割合をみると、児
童・生徒ともに令和３年度では千葉県
や全国の数値を上回っています。

＊情報リテラシー：情報を主体的に利
用する能力のこと。情報の利用には、
情報の探索、評価、利用、発信といっ
た一連のプロセスが含まれる。

（記載なし）

●　伝統行事保存団体の支援
　先人がつくり上げた伝統文化を後世
に引き継ぐため、伝統行事である内黒
田はだか参り、和良比はだか祭り、亀
崎ばやし、栗山ばやし等の活動を支援
します。

●　伝統行事保存団体の支援
　先人がつくり上げた伝統文化を後世
に引き継ぐため、伝統行事である内黒
田はだか参り、和良比はだか祭り、亀
崎ばやし、栗山ばやしの活動を支援し
ます。

教職員

教職員として

やりがいを感じる

＜ 現状値（令和４年度）＞

小学校 ８３.４％ 中学校 ８０.０％

【計画アンケート調査】

教職員

教職員として

やりがいを感じる

＜ 現状値（令和４年度）＞

小学校 ８３.４％ 中学校 ８０.０％

【計画アンケート調査】
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